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４月と言えば日本では入学式など新生活の季節です。日本と同じく４月始まりの教育機関制度
を採用しているのが、「成長国（グロース・マーケッツ）」のひとつであるインドです。

インドが英語や中国語などの語学教育に力を入れていることはヨミトクNo.４２でもお伝えし
ました またその一方では「ゼロ」の概念を発見するなど インドは数学に強いという歴史的背ました。またその 方では「ゼロ」の概念を発見するなど、インドは数学に強いという歴史的背
景も持っています。このため国家として独立後は、科学技術によって国の振興を図るべく、超エ
リート育成のための教育システムを作り上げてきました。

その象徴とも言えるのがＩＩＴ（インド工科大学）です。ＩＩＴの教育水準は、国際的にも非
常に高い評価を受けており、入試倍率は毎年約６０倍。「ＩＩＴに落ちたらＭＩＴ（マサチュー
セッツ工科大学）に行く」と言われるほどの難関校で、論理的思考を徹底的に鍛える独自の教育
方法 を 多く輩出 ます方法により、ＩＴエリートを数多く輩出しています。

彼らは卒業後、航空機の設計から物流システムの構築、ソフトウェア開発など、国内外のビジ
ネスシーンで活躍しています。また卒業生の中には、世界最大の携帯電話会社、英ボーダフォン
の元ＣＥＯやハーバード・ビジネス・スクールの学長もいます。このように、工学系の大学であ
りながら、ＩＩＴは世界的な起業家や指導者など優れた人材を多数輩出しているのです。

若年層の多い人口大国として知られるインド。優れた人材が数多く育つことで、生産性や技術
力が向上すると考えられ、さらなる経済発展が期待できます。

インドに広がるＩＩＴキャンパス（１５ヵ所） 世界で活躍する主なＩＩＴ卒業生
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